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休館日 ｜ 月曜（7月20日、9月21日は開館）、7月21日、22日、8月12日）
開館時間 ｜ 午前 9 時 30 分～午後 4 時 30 分（入館は午後 4 時まで）　
観覧料 ｜ 一般 500 円、高校・大学生 400 円、中学生以下無料　
主催 ｜ 黒部市美術館　共催 ｜ 北日本新聞　後援 ｜ 北日本放送、富山テレビ放送、
チューリップテレビ、みらーれＴＶ、新川コミュニティ放送
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吉田博《日本アルプス十二題　黒部川》1926年、紙、木版

\ クロビのコレクションが大集合 /

2026.7.18 ［土］　 9.23 ［水･祝］
●会期中､一部展示替えがあります　前期：7.18［土］　　8.16［日］
　　　　　　　　　　　　　　　  後期：8.18［火］　  9.23［水･祝］



● タクシー　　約7分
● バス
　◇石田三日市線北ルート(平日のみ)「道の駅
KOKOくろべ」下車 徒歩9分
　◇生地循環線 道の駅KOKOくろべ行き
「道の駅KOKOくろべ」下車 徒歩9分

本展は「郷土ゆかり」という枠組みを手がかりに、「ゆかり」とは何かを
考える展覧会です。地域の美術館ではしばしば、出身地や居住歴などをもと
に作家を「郷土ゆかり」と位置づけてきました。しかし、その「ゆかり」とは
具体的に何を意味するのでしょうか。本展では、黒部市と関わる作家・作
品を３つの章で紹介しながら､「ゆかり」という概念の輪郭を見つめます。
　黒部市出身の作家にはじまり、黒部市に拠点を持ち制作した作家、さらに黒部市のリサーチをもとに制作した作品へと視野を広げること
で、地域と美術との結びつきを示します。たとえば、第２章で取り上げる寺田美山（1928 ‒2007）は、愛知県瀬戸市に生まれながら
黒部市にも登窯（阿古屋野窯）を構え、制作を行いました。1984年には、アメリカ元大統領ジミー・カーター来市に際し、黒部市の依頼に
より献上用茶道具一式を制作しています。
　「ゆかり」とは、単なる属性ではなく、土地とのあいだに生まれる関係のかたちなのではないでしょうか。本展が、黒部市という場所を
めぐる多様な関わりに目を向け、地域と美術との関係をあらためて考える機会となれば幸いです。

黒部市美術館　
〒938-0041　富山県黒部市堀切1035（黒部市総合公園内）
TEL/FAX 0765-52-5011　https://kurobe-city-art-museum.jp
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日時 | 7月25日（土）、9月13日（日)
         各日 14：00～［約20分］
会場 | 黒部市美術館
＊予約不要（ただし、当日展覧会観覧券が必要）

日時 | 8月29日（土）、30日（日） 各日 14：00～［約50分］
朗読 | 森隆俊（森の朗読サロン代表・俳優兼演出家）
会場 | 黒部市美術館　
＊予約不要（ただし、当日展覧会観覧券が必要）

詳細は、黒部市内全域公共交通マップホームページをご参照ください→
http://www.kurobe-koukyoukoutsuu.jp/map/

　富山地方鉄道「新黒部駅」
　→富山方面「電鉄黒部駅」
　→バス 生地循環線 道の駅ＫＯＫＯくろべ行き
　「道の駅ＫＯＫＯくろべ」下車 徒歩9分

● タクシー　　約20分
● 電車＆バス

1．織田一磨《日本名山画譜　黒部峡谷宇奈月の月夜》1935 年、紙、
　 平版（リトグラフ）
2．鷹田其石《黒部渓谷》制作年不明、紙本彩色　＊前期展示
3．川内理香子《snake》2025年、石
4．柳原幸子《CLOTH PLAỲ 98》1998年、布、石膏、黒鉛、パネル

黒部市にゆかりのある詩人・田中冬二の詩を、声と言葉で味わいましょう。

森隆俊氏

黒部市を拠点とする劇団フロンティアでの活動歴 53 年。朗読劇調の朗読会を各地で行うほか、
くろべ市民交流館「あおーよ」でも月1回実施している。
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クロビ・郷土ゆかりの美術展
「ゆかり」っちゃ､なんけ？


